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プログラム

2025年7月26日（土）　　　会場：佐賀大学医学部看護学科棟1階講義室（1）

8:30～	 	 受付開始

8:55	 	 開会の辞

9:00～	9:50	 E- １	 教育講演1

	 	 創薬科学のイノベーション
	 座長：	 島ノ江　千里（佐賀大学）

	 	 データ駆動型創薬への挑戦　- データの蓄積とその先の価値創造に向けて -
	 国本　亮
	 第一三共株式会社

共催：第一三共株式会社

9:55～ 11:45	 O	 一般口演
	 	座長：	 城野　博史（熊本大学病院）
	 		 伊東　弘樹（大分大学医学部附属病院）

	 O-1	 	カルバマゼピン服用下のCYP3A活性に影響する遺伝子多型に関する臨床
薬理学的検討

	 	○金子　未来1、金子　哲也2、重留　啓壱1、松田　和樹1、吉田　志保1、
吉田　昂佑1、今村　元紀1、守田　彩文1、鬼木　健太郎1、城野　博史2、
石津　棟暎3,4、猿渡　淳二1

	 	1熊本大学薬学部、2熊本大学病院、3熊本再春荘病院、4くまもと江津湖療育医療センター

	 O-2	 	抗てんかん薬による消化管由来 exosomal	miRNA発現変動を介した血液
脳関門の薬物トランスポーター発現に対する影響の評価

	 	○猪尾　俊輝1、廣田　豪2	、田畑　⾹織1、東　里奈1、松永　民秀3、	
家⼊　一郎4、内田　まやこ2

	 	1九州大学大学院	薬学研究院	臨床薬物治療学、2九州大学病院	薬剤部、	
3名古屋市立大学	薬学部	臨床薬学教育研究センター・大学院薬学研究科	臨床薬学、	
4国際医療福祉大学	福岡薬学部

	 O-3	 大分大学の治験業務におけるAI 等のデジタル技術活用の課題と展望
	 	○隅田　武士1、和久田　浩一2、甲斐　恵2,3、及川　伊知郎4、道面　優1、

関口　愛3、中村　優佑3、濡木　真一2、今井　浩光2,5、上村　尚人2,3,4

	 	1大分大学医学部医学科4年生、2大分大学医学部附属病院臨床薬理センター、	
3大分大学医学部臨床薬理学講座、4大分大学医学部附属病院総合臨床研究センター、	
5大分大学医学部医療倫理学講座

	 O-4	 	薬剤師による患者フィジカルアセスメントの実践力向上を企図した基盤構
築研究

	 	 ―デジタル聴診器を活用した薬学生における聴診実習での新たな取り組み―
	 ○篠原　琢弥、原田　漸次郎、近藤　悠希、石塚　洋一
	 熊本大学
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	 O-5	 	リボソームの新規リプログラミング能に着目した膠芽腫がん幹細胞に対す
る新規治療薬シーズの探索

	 	○坂口　さくら1、白川　裕貴1、三宅　俊介1,2、金丸　歩美1、米丸　興1、
秀　拓一郎3、武笠　晃丈4、太田　訓正5、増田　豪6、齋藤　秀之1,2、	
城野　博丈1,2

	 	1熊本大学大学院薬学教育部臨床薬物動態学分野、2熊本大学病院薬剤部、	
3北里大学病院脳神経外科、4熊本大学病院脳神経外科、	
5九州大学基幹教育院幹細胞生物学分野、	
6慶応大学大学院政策・メディア研究科先端生命科学研究所

	 O-6	 ポリファーマシーにおける抗コリン負荷スコアの臨床薬理学的有用性
	 ○山田　靜雄1、望月　正栄1、籠田　智美2、篠塚　和正2

	 1静岡県立大学大学院薬食研究推進センター、2武庫川女子大学薬学部

	 O-7	 	Gemcitabine耐性克服に向けた ribonucleotide	reductase阻害剤の可能性
	 ○南　謙太朗1、山本　雅達2、河原　康一2、古川　龍彦3、池田　龍二1

	 	1宮崎大学医学部附属病院　薬剤部、	
2鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　分子腫瘍学分野、	
3鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　病理学分野

	 O-8	 クラウド型研究フィージビリテヒィ確認システム評価 - 薬剤師の視点から -
	 	○赤城　友章、橋詰　淳哉、坂元　利彰、赤松　隼人、甲斐　真己都、	

兒玉　幸修、大山　要
	 長崎大学病院　薬剤部

	 O-9	 	医薬品副作用データベースを用いたワルファリンとフルオロウラシル系抗
がん剤併用時の出血イベントに関する解析

	 	○國場　訓1,2、仲本　朱子3、岸本　壮3、神矢　佑輔1、山内　祐子1、	
阿部　多嘉浩2,４、潮平　英郎5、中村　克徳1,2

	 	1琉球大学病院　薬剤部、2琉球大学大学院　医学研究科、3琉球大学　医学部、	
4中部徳州会病院　薬剤部、5昭和薬科大学	臨床薬学研究室

	 O-10	 	末期腎不全患者を対象とした腎移植前後における循環器関連ペプチド濃度
の変動評価

	 	○岩男　元志1、田中　遼大1、鈴木　陽介2、小野　寛之1、小田　絢子2、
龍田　涼佑1、大野　恵子2、伊東　弘樹1

	 1大分大学医学部附属病院　薬剤部、2明治薬科大学　薬剤情報解析学研究室

12:00～ 13:00	 LS	 ランチョンセミナー
	 座長：	 内田　まやこ（九州大学病院）

	 	 大腸癌に対する薬物療法の進歩と手術の重要性
	 真鍋　達也
	 佐賀大学医学部　一般・消化器外科

	 共催：高田製薬株式会社

13:10～ 14:10	 SL	 特別講演
	 座長：	 野出　孝一（佐賀大学）

	 	 創って、育てて、臨床医の挑戦

	 	 ～血液疾患を中心に～
	 木村　晋也
	 佐賀大学医学部内科学講座	血液・呼吸器・腫瘍内科／佐賀大学医学部	創薬科学共同研究講座

共催：中外製薬株式会社
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14:15～ 15:05	 E-2	 教育講演2

	 	 創薬科学のイノベーション
	 座長：	 寺薗　英之（鹿児島大学病院）

	 	 モデリング＆シミュレーションを活用した小児用医薬品開発とその事例
	 ○石井　大輔、西田　君枝、飯島　剛
	 帝人ファーマ株式会社	生物医学総合研究所	トランスレーショナルサイエンス部

共催：帝人ヘルスケア株式会社

15:15～ 16:25	 S1	 シンポジウム1

	 	 次世代の臨床薬理研究への期待
	 座長：	 池田　龍二（宮崎大学病院）
	 		 上村　尚人（大分大学）

	 S1-1	 地域医療に根付く次世代臨床薬理
	 濱野　裕章
	 	岡山大学学術研究院　医療開発領域　薬剤部／九州大学システム情報科学研究院　	

学際情報学特別部門

	 S1-2	 	医師主導型多施設共同ランダム化比較試験（PREMIER 研究）から急性心
不全の治療戦略におけるサクビトリルバルサルタンの役割を考える

	 ○田中　敦史、野出　孝一
	 佐賀大学

	 S1-3	 	リアルワールドデータを活用した疫学的アプローチに基づく臨床薬理学研
究の実践

	 岡田　直人
	 山口大学医学部附属病院	薬剤部

	 S1-4	 	抗がん薬による末梢神経障害の対応策確立のためのトランスレーショナル
リサーチとリバース・トランスレーショナルリサーチ

	 川尻　雄大
	 九州大学大学院	薬学研究院	臨床育薬学分野

16:30～ 17:40	 S2	 シンポジウム2

	 	 分散型臨床試験の現状と未来
	 座長：	 植田　真一郎（琉球大学）
	 		 吉田　倫子（佐賀大学）

	 S2-1	 AROにおける分散型臨床試験による医師主導治験支援の実際と課題
	 小早川　優子
	 九州大学病院ARO次世代医療センター

	 S2-2	 COVID-19分散型臨床試験の経験を踏まえた慢性疾患DCTへの応用と展望
	 池原　由美
	 琉球大学病院　臨床研究教育管理センター

	 S2-3	 治験におけるシングル IRB体制の構築	―	現場から見えた課題と展望	―
	 細矢　和久
	 佐賀大学医学部附属病院薬剤部

	 S2-4	 分散型臨床試験の現状と未来　－パートナー医療機関等の連携体制の構築－
	 宮﨑　敦
	 地方独立行政法人　佐賀県医療センター好生館　総合臨床研究所　臨床試験推進部

17:40～ 17:55	 	 優秀演題賞	表彰・次期会長挨拶・閉会式




